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Ⅰ型コラーゲンを産生促進するポリアミンを含有したコムギ胚芽エキス 

 

 

 

 

【コンセプト】 

フィトポリアミンは独自の技術により

ポリアミンを高濃度に含んだコムギ胚

芽エキスです。 

ポリアミンとはアミノ基をもつ直鎖状

脂肪族炭化水素であり、動物、微生

物に広く偏在する生体内アミンです。 

 

ポリアミンは細胞の増殖や成長に不可欠な成分で、人間の体内にも存在しています。

尚、ポリアミンとは、プトレッシン、スペルミジン、スペルミンの総称です。 

ポリアミンは表皮に多く含まれており、外的ストレス（紫外線、乾燥、温度変化など）か

ら、肌を保護する効果がありますが、加齢に伴い減少します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポリアミンは母乳にも含まれており、赤ちゃんの皮膚には多

く存在し、赤ちゃんの肌を守っています。ポリアミンには、 

Ⅰ型コラーゲン産生促進、抗糖化の作用があり、皮膚の弾

力には欠かせない成分のひとつです。 

 

 

【特長】  生体内アミンであるポリアミンを含有した植物由来エキス 

皮膚の弾力に欠かせないⅠ型コラーゲンの産生促進効果が高い 

糖化を防ぎ、コラーゲン繊維の架橋形成を抑制する 

体内のポリアミン濃度 
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【効能・効果】 

①Ⅰ型コラーゲンの産生促進効果 

コラーゲン産生促進：Ｉ型プロコラーゲンC末端ペプチドを、Procollagen type I 

C-peptide (PIP) EIA Kit (TaKaRa社製)で測定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②糖化反応を抑制し、コラーゲンの架橋を防止 

                             

ポリアミンは、肌のハリ・

弾力低下の原因である

糖化反応に対して、優れ

た抑制効果があります。 

 

 

 

 

  

 

 
 
【商品情報】 

商品名：フィトポリアミン 

表示名称：コムギ胚芽エキス 

医薬部外品表示名称：コムギ胚芽エキス 

販売元：株式会社マツモト交商 
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ヒト繊維芽細胞を用いた実験からフィトポリアミンには濃度依存的に高いⅠ型

コラーゲンの産生促進作用があることが確認された。 

 

ポリアミン 糖化反応抑制 ＡＧＥs（糖化最終産物）の抑制 

コラーゲンの架橋形成抑 コラーゲン繊維の弾力性低下によるたるみを抑制 

ポリアミンのアミノ基がグルコースのカルボニル基に結合することでタンパク質

との反応を抑制し、糖化反応を抑制します。 


